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初めて地域・在宅看護論を学ぶ看護学生に向け
たサブテキスト。実習前に学んでおきたい訪問
時のマナーから、コミュニケーション、情報収
集の方法までをコンパクトにまとめた基本的ポ
イントと事例で構成されている。本人や家族、
多職種との具体的な対話を通して、実習前の
準備や実習後の振り返りにも活用できる。

事例から学ぶ地域・在宅看護論
訪問時のお作法から実習のポイントまで

篠崎惠美子、藤井徹也＝著
定価：2420円（本体2200円＋税）
発行：医学書院　☎03—3817—5650

心理的安全性とは、皆が気兼ねな
く意見を述べることができ自分ら
しくいられる状態のこと。個人や
集団の能力を引き出したいなら、
リーダーは心理的に安全な組織風
土を作らなければならない。この
概念の提唱者である著者が、さま
ざまな事例を基に対人関係の不安
が組織を蝕む危険性と、それを乗
り越えた組織の在り方を描く。

恐れのない組織
「心理的安全性」が学習・イノベーション・成長をもたらす

エイミー・C・エドモンドソン＝著
野津智子＝訳
定価：2420円（本体2200円＋税10％）
発行：英知出版　☎03—5773—0193

2013年に老人福祉施設「あずみの
里」でおやつを食べた入所者が死
亡。准看護師が業務上過失致死罪
で起訴され一審で有罪となった
（2020年の控訴審で無罪が確定）。
本書は一連の裁判から、ケアの現
場におけるリスクとコミュニケー
ションのあり方、科学的根拠と法
の関係について検証し、「暮らしの
中のケア」とは何かを考える。

〈Nursing Todayブックレット〉
特養あずみの里裁判を考える
Nursing Todayブックレット編集部＝編集
定価：990円（本体900円＋税）
発行：日本看護協会出版会　☎0436—23—3271

人間心理のポジティブな感情や特
性に注目し、科学的に研究するポ
ジティブ心理学。「ウェルビーイン
グ」「マインドフルネス」「レジリエ
ンス」など、重要な15の概念を取
り上げ、それぞれについて心理学
と看護学の研究者が考察。その視
点は患者のケアだけでなく、看護
師自身のセルフケアや看護管理な
どさまざまな場面に生かせる。

看護のためのポジティブ心理学
秋山美紀、島井哲志、前野隆司＝編著
定価：2970円（本体2700円＋税）
発行：医学書院　☎03—3817—5650

スタッフの成長や状況の変化に対
応できるしなやかなリーダーにな
るにはどうすればよいか。本書で
はリーダーシップの理論を解説し
つつ、状況に応じて指示、助言、コー
チングを使い分けられるリーダー
になるためのトレーニングを紹介。
リーダーシップの理論を理解し基
本スキルが身に付く、施設内研修
や勉強会にも最適な一冊。

看護にいかすリーダーシップ　第3版
ティーチングとコーチング、チームワークの体験学習

諏訪茂樹＝著
定価：2200円（本体2000円＋税10％）
発行：医学書院　☎03—3817—5650
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